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論 文 内 容 の 要 旨 
 ヒドロキシアパタイトの紫外線照射下で発現する光触媒機能及びその発現機構について、環境化学的な観点
から研究した。200℃で加熱処理したヒドロキシアパタイトに主波長 254nm の紫外線を照射すると、活性な０2
ラジカルが生成し、メチルメルカプタンや硫化ジメチルなどの硫黄系悪臭物質を効率よく分解できることを見
い出した。分解生成物の同定から、この光触媒反応は酸化的に進行することがわかった。電子スピン共鳴スペ
クトル、Ｘ線光電子スペクトル、フーリエ変換赤外線吸収スペクトルを用いた研究によって、紫外線照射によ
りヒドロキシアパタイト表面にある PO4 基の一部が変化を起こした結果、酸素欠陥が生成することが示唆された。
この酸素欠陥内に生成した捕捉電子が表面近傍に存在する酸素へと電子移動して活性な０2 ラジカルを生成さ
せるものと考えられる。一方、1150℃で加熱処理したヒドロキシアパタイトではラジカルが生成するものの不
活性であることから、マトリックスに保持されているものと推定された。また、これに紫外線を照射しても捕
捉電子の生成は認められず、したがって活性な０2 ラジカルも生成せず、悪臭物質の光分解活性は発現されな
かった。これらの実験事実は、200℃程度の低温加熱処理ではヒドロキシアパタイト内の構造水が捕捉電子の生
成に何らかの寄与をしていることを示している。以上の研究の結果、ヒドロキシアパタイトが紫外線照射下に
メチルメルカプタンや硫化ジメチルなどの硫黄系悪臭物質を効率よく分解する機能材料として有望であること
が明らかとなった。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
 ヒドロキシアパタイトは、生体材料などに広く利用される代表的な無機機能物質である。本論文では、ヒド
ロキシアパタイトが光照射下に、含イオウ悪臭物質を分解するエコマテリアルとして新しい機能を発現するこ
とを見い出した。 
 本論文は３つの章から構成されている。第１章では、10℃から1150℃に至る範囲で加熱処理した化学量論ヒ
ドロキシアパタイトを調製し、結晶性や構造水の存在などの構造特性を分光学的な検討を通じて明らかとした。
第２章では、200℃で加熱処理した化学量論ヒドロキシアノアタイトに注目して、紫外線（主波長254nm）を照
射すると、反応活性な０2 -ラジカルの生成を経て、メチルメルカプタンや硫化ジメチルなどの含イオウ悪臭物
質を効率よく分解できることを見い出した。また分解生成物の同定から、この反応が酸化的に進行することを
明らかにした。第３章では、電子スピン共鳴スペクトル、Ｘ線光電子スペクトル、フーリエ変換赤外線吸収ス
ペクトルを用いて、上記の光分解反応の詳細を検討した。その結果、表面加工した酸化チタン触媒で提案され
ている機構と同様に、紫外線照射によってヒドロキシアパタイト表面にあるPO4 基が一部変化し酸素欠陥を誘起
した結果、生成し捕捉電子が表面近傍に存在する酸素へと電子移動を起こし、活性な０2 -ラジカルが生成され
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るものと推定した。 
 以上のように本論文は、ヒドロキシアパタイトが、紫外線照射下にメチルメルカプタンや硫化ジメチルなど
の含イオウ悪臭物質を効率よく分解することを見い出し、その反応解析を行い、環境適応型機能材料としての
特性を明らかにした。よって、博士（理学）の学位を授与するに値するものと審査した。 
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